
１．公正・適正な会計事務の執行

・公金は市民から預かった公の財産であることを自覚し、市民の利益を第一に考え、適正な予算の執行となるよ

う、会計事務を進めます。

２．会計事務の効率化による市民サービスの向上

・事務の効率化による適正な事務処理等に努めます。

（１）部局の方向性（テーマ）

令和8年度　部局経営目標

年度 令和８年度 作成日 令和8年4月1日

部局名 会計管理者 部局長名 西本　智一

（２）事業成果目標（重点事業） 指標名及び目標値

●人口減少抑制対策

1-①　公正・適正な公金管理（再掲）

・真庭市資金管理方針に基づき、基金及び歳計現金を適正に管理し、有利な運用を行

うことで、利子または運用益を確保します。

指標:資金運用利子収入の

確保

目標値:8,000万円以上

（令和7年度実績値：

13,544万円）

1-①●公正・適正な公金管理

・真庭市資金管理方針に基づき、基金及び歳計現金を適正に管理し、有利な運用を行

うことで、利子または運用益を確保します。

指標:資金運用利子収入の

確保

目標値:8,000万円以上

（令和7年度実績値：

13,544万円）

2-①　会計事務の高度化による市民サービスの向上

・予算執行における法令・規定を遵守し、迅速かつ適正な事務処理を推進するため、会

計課職員が専門的な知識を習得するとともに、各課会計事務担当者に指導し、事務処

理能力を高めます。

指標:①例月出納検査指摘

件数の削減

目標値:①前年度比80％

以下

（令和7年度実績値：

65.89％）

（令和7年度実績値：

13,544万円）

●こどもまんなか関連

・真庭市資金管理方針に基づき、基金及び歳計現金を適正に管理し、有利な運用を行

うことで、利子または運用益を確保します。

指標:資金運用利子収入の

確保

目標値:8,000万円以上

指標:事務内容改善件数

目標値:１件

（令和7年度実績値：1

件）

2-②　事務改善

・各部署においての在庫物品を整理・情報共有し、事務用品の規格統一を進め、必要な

物品を相互に融通できるように環境を整備します。

・公費購入物品を明確化し、不必要な在庫を持たないよう、必要数量の把握を進めま

す。
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